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料金が書いていないものは無料です。申込方法が書いていないものは電話で申し込みください。
   とあるものは市ホームページから様式をダウンロードできます。

自主財源
42.8％

依存財源
57.2％

市税  
130億4,993万6千円

　　  （25.1％）

地方消費税交付金 25億2,300万円（4.8％）
その他 8億9,000万円（1.7％）

国庫支出金
78億233万4千円

　  （15.0％）

地方交付税
109億5,000万円

　（21.1％）

  市債
43億5,006万円

（8.4％） 

  繰入金
62億2,325万6千円

（12.0％）  

諸収入 21億247万6千円（4.0％）
使用料及び手数料 5億1,959万3千円（1.0％）

分担金及び負担金 1億9,003万7千円（0.4％）
その他 1億5,828万1千円（0.3％）

歳入
519億

8,300万円

県支出金
32億2,402万7千円

（6.2％）

■：依存財源 297億3,942万1千円■：自主財源 222億4,357万9千円

会計名など 令和７年度末現在高見込額 令和６年度末現在高見込額 増減額 増減率
一 般 会 計

水 道 事 業 会 計

下水道事業会計

　  基　金

うち財政調整基金

574億6,931万6千円

51億428万5千円

167億1,690万7千円

120億4,505万1千円
＊32億2,091万6千円

598億7,325万1千円

39億4,635万4千円

172億3,637万4千円

184億8,951万4千円

90億5,174万8千円

△ 24億393万5千円

11億5,793万1千円

△ 5億1,946万7千円

△ 64億4,446万3千円

△ 58億3,083万2千円

△ 4.0％

29.3％

△ 3.0％

△ 34.9％

△ 64.4％
＊令和７年度末現在高見込額の財政調整基金は、令和６年度末現在高見込額から令和７年度運用益を積み立て、令和７年度当初予算に計上した
　繰入額を差し引いたもの

会　　計　　名 令和７年度予算 令和６年度予算 増減額 増減率
一 般 会 計 519億8,300万円

80億650万円
14億9,830万円
108億100万円

1,840万円
723億720万円
20億7,746万円

17億2,364万1千円
38億110万1千円
25億791万6千円

31億8,649万6千円
56億9,441万2千円

500億7,100万円
81億6,760万円
14億9,770万円
106億880万円

2,170万円
703億6,680万円

20億8,198万4千円
10億1,753万8千円
30億9,952万2千円
25億1,112万3千円
33億6,644万8千円
58億7,757万1千円

19億1,200万円
△ 1億6,110万円

60万円
1億9,220万円

△ 330万円
19億4,040万円
△ 452万4千円
7億610万3千円
7億157万9千円
△ 320万7千円

△ 1億7,995万2千円
△ 1億8,315万9千円

3.8％
△ 2.0％

0.0％
1.8％

△ 15.2％
2.8％

△ 0.2％
69.4％
22.6％

△ 0.1％
△ 5.3％
△ 3.1％

国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
勤 労 者 福 祉 共 済 事 業

後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
勤 労 者 福 祉 共 済 事 業

計合
収　益　的　支　出
資　本　的　支　出
合　　　　　　　計
収　益　的　支　出
資　本　的　支　出
合　　　　　　　計

一般会計予算は

519億8,300万円
（前年度に比べて3.8％増）

令和7年度当初予算 財務課
☎34-5526

市税の内訳
固定資産税………… 60億5,618万1千円
市民税……………… 54億6,066万7千円
市たばこ税………… 6億6,427万1千円
都市計画税………… 4億1,460万2千円
軽自動車税………… 4億1,047万1千円
入湯税…………………… 4,374万4千円

その他の内訳
自主財源
●繰越金…………………………………… 1億円
●財産収入……………………… 5,827万5千円
●寄附金……………………………………6千円
依存財源
●地方譲与税…………………… 3億9,600万円
●法人事業税交付金…………… 2億5,400万円
●地方特例交付金…………………… 8,600万円
●配当割交付金……………………… 6,100万円
●株式等譲渡所得割交付金………… 3,900万円
●環境性能割交付金………………… 2,900万円
●交通安全対策特別交付金………… 1,400万円
●ゴルフ場利用税交付金……………… 800万円
●利子割交付金………………………… 300万円

民生費
170億7,095万8千円

（32.8％）

公債費
70億1,973万2千円

（13.5％）
総務費

66億2,976万6千円
（12.7％）

教育費
59億7,935万6千円

（11.5％）

土木費
62億2,919万9千円

（12.0％）

農林水産業費 9億3,644万7千円（1.8％）
消防費 16億4,206万4千円（3.2％）
商工費 21億7,142万円（4.2％）

その他
4億6,174万2千円
　　　　  （0.9％）

衛生費 38億4,231万6千円（7.4％）

歳出
519億8,300万円

市民1人に使われるお金
57万1,091円

（令和7年2月1日現在）

市民1人当たりの予算額と主な事業

高齢者、障がい者、児童の福祉推進など

18万7,543円
・保育サービスの充実
・障がい者自立支援給付
・児童手当の給付

まちづくり推進、自治振興など

7万2,835円
・ふるさと三条応援寄附金の推進
・市立大学の運営
・地域おこし協力活動の推進

公共施設の整備などのために借りた
お金の返済

7万7,120円

健康管理やごみ、し尿の処理など

4万2,212円
・家庭ごみなどの収集・処理
・医療費の助成
・予防接種の実施

学校の管理運営や整備、文化・スポー
ツの振興など

6万5,690円
・小中学校施設の改修・維持
・社会体育施設の管理・運営
・生涯学習施設の管理・運営

産業や観光の振興など

2万3,855円
・中小企業への制度融資
・燕三条地場産業振興センター事業
・観光施設の管理・運営

道路、河川、公園の整備など

6万8,435円
・道路の改良・維持
・雪害対策の充実・強化
・水害対策の充実・強化

農業の振興や消防、議会運営など

3万3,401円
・農業環境の保全の推進
・市議会の運営
・消防団活動の推進

民生費 総務費公債費

衛生費教育費 商工費

土木費

その他

その他の内訳
●議会費……………………… 2億6,388万2千円
●労働費……………………… 1億8,599万5千円
●予備費……………………………… 1,000万円
●諸支出金…………………………… 186万5千円

主な建設事業
●中学校施設整備事業……… 8億7,785万4千円
●道路改良事業……………… 8億1,513万4千円
●小中一体校施設整備事業… 7億1,372万1千円
●道路維持事業……………… 5億5,571万6千円
●田島曲渕線道路改築事業… 5億1,596万6千円
●社会体育施設事業………… 4億7,638万3千円
●消雪施設整備事業………… 2億6,916万3千円

　令和７年度の当初予算が、３月の定例市議会で決定しました。
　ふるさと三条応援寄附金により財政調整基金残高が過去最高水準に達した一方で、物価高騰や人件費の増加が見
込まれています。人口減少が急激に進み、必要な職員や税収の確保が厳しくなる中で、三条市をさらに選びたくな
るまちにしていくため、事務事業の見直しに取り組み、明るい未来に向けて市政を展開していきます。

　予算とは、１年間に入ってくるお金
を見積もって、その使い道を決めた
ものです。納めていただいた税金や、
国や県からの交付金などが、どのよ
うな事業にどれくらい使われるのかを
示しています。予算は、その目的によ
って、３種類の会計（一般会計、特別
会計、企業会計）に分けられます。
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市債と基金の状況
　市債とは、主に建設事業を行うために、国や金融機関などから借り入れる資金のことです。これは、公債費として
長期間にわたって返済していきます。
　基金とは、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、または定額の資金を運用するために、条例の定め
に基づいて設置した財産のことです。

市
債

企
業
債


